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特別養護老人ホーム入所者の寝室および寝床内気候の実態調査

○　岡本一枝 、゙飯塚幸子゛゙

(*独協医大医、**実践女大)

目的　老人ホーム入所者の快適な睡眠環境を検討する上で、寝室や寝床内気候に関する研究

は重要である。しかし、これまでの研究は一つの施設を対象としたものが殆どであり、施設差

に着目したものは少ない。そこで、本研究では設備、日課、介護体制の異なる二つの特別養護

老人ホーム入所者の寝室及び寝床内気候、睡眠感を比較検討した。

方法　調査対象は、東京都心と長野県郊外にある某特別養護老人ホーム入所者計30 名（東

京22 名、長野8 名）とし、さらにＡＤＬ が自立している群（活動群）と自立していないねた

きりの群（非活動群）にわけて比較した。調査期間は長野1994 年、東京1995 年８月であっ

た。測定項目は寝室内、寝床内温湿度、起床時の睡眠感、日中の眠気、活力、気分とした。

結果　1）東京のホームは、全室冷暖房完備で。衣類、寝具等も自由に選択でき、家族の訪

問、日中行事もさかんであった。これに対し長野は、郊外にあり、暖房のみ完備で衣類、寝

具はすべて共通、家族の訪問も少なく、日中行事も特に行われていなかった。2）夜間の室内

温湿度は、両群ともに東京で有意に温度が高く、湿度が低かった。3）背部の平均寝床内温度

は活動群では日中は東京で長野よりも3.4℃低く夜間は差が見られない。非活動群では日中は

差が見られず、夜間は東京がi.8 ℃低い傾向であった。4）日中の眠気、活気及び主観的睡眠

感は東京で有意に良好であった。これらの差は、両施設の日課、介護体制との関連と考えら

れた。
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リハビリテーション施行中の高齢者の喫食状況
○江上いすず゛ 長谷川　昇゛ 矢田部直美゛ 鈴木真由子¨

（･ 名古屋文理短大I 新潟大教育）
【目的】　高齢者の入院患者は脳血管障害や骨折などによる疾病が、若い世代に比較して

多いのが特徴である。そのため、早期家庭復帰を目指すためのリハビリテーションを施行

することは、非常に意義があると思われる。しかし、リハビリテーションによる消費エネ

ルギーは予想以上に大きく、リハビリテーションを行う日は、エネルギー出納バランスが

崩れやすい。本報告では、機能回復に及ぼす食事との関係をみるために、食物摂取状況と

身体回復状況の指標（BI 点）から、リハビリテーション訓練効果を探ることを目的とした。

【方法】　1. 調査期日　1996 年4月から6月　2. 対象　愛知・岐阜県に入院し、リハビリを

施行している60歳以上の16 人（男5 人、女11 人）、平均年齢76.75 土8.65o けがの主な内訳は

骨折及び脳梗塞による片麻庫であった。3. 調査方法　 ①リハビリテーションを開始した初

期（１週間目）と完了期（1  2 週間目）の２回にわたり、調査を行った。②喫食状況は、

インタビュー形式で聞き取り調査を実施した。③身体回復状況は．ＰＴ（理学療法士）に

よる61点の評定を基に患者の機能回復をみた。④有意差の検定は、t検定及びχ'検定を行

った。

【結果】　1. 完了期にいつも食事を残す者（残食有りのグループ）7人（44 ％）、時々残す・

残さない者（残食無しのグループ）9人（56 ％）であった。 2.残食無しのグループはBI点の上

昇率が高く、平均値の差も高く（p ＜o.oi ）現れた。 3.残食無しグループは副食の量が多

いと回答した１回目に比べ、２回目は減少する傾向にあった。同様に、食事は楽しみであ

るという回答が増え、間食も食べる割合が増える傾向にあった。


